
画像電子学会

第 5回 画像ミュージアム研究会のご案内

画像ミュージアム研究会では、画像電子技術の博物館応用、ならびにディジタル技術を利用して

の博吻鶴情報の流通に必要な技術の研究成果を集め、情報交換を行う場を提供していま丸 このた

び
`跡
情報の記述と利用

″
というテーマで、以下のプログラムで第5回画像ミュージアム研究会

を開催いたしま坑 多数のみなさまのご参カコをお待ちしておりま
一
九

日時 :2007年 3月 2日 (金)

場所 :京都高度技術研究所

泉都市下京区中堂寺南町 134番 地

テーマ :拗 締 の記述と利用

参加費 , 1 0 0 0 円 ( 銅

1 3 : 鋼～1 6 :遷

6 的 材 印` V お 筋 C r J p  a b o u t a c s s  h t 面 )

13100-13110

13110-13:50

13,50‐14:30

14:30‐15110

15,1い15,20

15,2い16100

16:0は16:40

プログラム

嬢  開魏
TOl■t Mtteulllの意義とその制

長村玄,小 町祐史 ! 情報規格調査会 SC37M物 小委員会
「日本産ブレムンインターネットミュージアムJ

刀轄 山賢二 : 慶應義基大キ  小島弘昭 : 刈‖大学
「博物館横断検索に向けた概念辞書の**の 駒

山田 篤、小町折史、河合正樹、安達文夫

1614は16150

インフォヨム、日立歴史民俗博物館
<欄 >

「国立の 館における標沫資料情報に含まれる個大開 の抜いJ

山本 泰則 : 目立民族学博物館
「超高精細画像による博物館資料の閲覧箇所の対 、

安達文夫 鈴木卓治 1 日立歴史民俗博物館

早野浩章、徳永幸生 : 芝浦工業大学

座長 聞会挨拶

事前参加申し込みは、下記の参加申込書に必要事項をご記入のうえS難 で事幼局までお送り頂く

力、画像電子学会のホームページ Gttp://― soc nacsis ac jyiieej/)か ら行つて下さい。ま

た、当日も受け付けておりま丸

FAX送 付先 03‐5403イ572 画像電子学会事務局 行

第5回回像ミュージアム研究会 参加申込書

ど賄

鋤 巳・諏

輛 F鰻 【

電子メール

年


